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大型連休期間中の診療
　４月29日（土・祝）、30日（日）、５月３日（水・祝）～
７日（日）は休診です。
　救急外来は通常どおり診療します。重症者の診療が優
先されるため、待ち時間が長くなる場合があります。
　具合が悪く、受診や救急車を呼ぶか迷ったときは、千
葉県救急安心電話相談（☎♯7009）、小児の相談（☎♯
8000）をご利用ください。

処方箋・電子処方箋の有効期間
　処方当日を含めて４日間です。有効期間内に薬局で受
け付けが必要です。

院内でのマスク着用のお願い
　厚生労働省から「マスクの着用は個人の判断が基本と
なる」との方針が示されましたが、医療機関での着用は
推奨されています。自身や周囲の人を感染症から守るた
め、引き続き院内ではマスク着用をお願いします。

北西側の青駐車場が有料になりました
　一般利用者は最初の４時間100円、以降1時間ごとに
100円加算になります。
　障がいがある人は、障害者手帳を旭中央病院本館１階
防災センターで提示することにより駐車券を配布します。

マイナンバーカードが
保険証として利用できます
　マイナンバーカードを保険証として利用するために
は、保険証利用の申し込みが必要です。
　カードの申請は補助を行っている市役所
や専用サイトを、保険証の登録は院内の専
用機や専用サイトを利用してください。

https://www.hospital.asahi.chiba.jp/
問旭中央病院（☎63-8111・代表）

旭中央病院便り 128
vol.
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慢性腎臓病と透析
　腎臓は尿を作る臓器です。腎臓に疾患があると、尿
がうまく作れなくなり、死に至ることもある尿毒症を
発症します。現在、透析治療が発達したため、尿毒症
になったらすぐに亡くなるというわけではありません
が、透析治療は患者さんにとっても負担がかかる治療
なので、腎臓病にならないことが大切です。
　腎臓病は急速に悪化する場合もありますが、大半は
慢性腎臓病としてゆっくり進行し、末期（透析直前）に
なるまで症状がないことも珍しくありません。
腎臓病の原因は
　近年、透析治療を必要とする腎臓病の原因として一
番多いのが糖尿病、次いで動脈硬化、慢性の腎臓炎と
なっており、全体の約80％を占めています。東総地
区でも、最も多いのは糖尿病に由来する腎臓病で、全
体の約50％を占めています。動脈硬化の増加の要因
は、高齢化が進んでいることもありますが、血圧、血
糖、脂質、体重、尿酸などを管理することで、発症や

進行を緩和することができます。この３つの病気が減
少すれば、透析を必要とする人も減少します。
対策をしましょう
　早期発見と早期治療のために健診を受け、腎機能の
指標であるクレアチニンやｅＧＦＲ、尿蛋白の有無を
検査することが重要です。また血糖、脂質、尿酸、血
圧、ＢＭＩなどもチェックすることで、腎臓病の予備
軍であることも分かります。健診で基準値外の項目が
ある人は放置せず、まずはかかりつけの医師に相談し
ましょう。早期の対策によって腎臓病の発症を食い止
めたり、進行を遅らせたりすることが十分可能です。

【一般社団法人　旭匝瑳医師会】

腎臓病を予防しましょう
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